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県
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に

は
、
平
素
か
ら
県
老
連
の
事
業
運
営

の
各
般
に
わ
た
り
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
が

未
だ
に
収
束
せ
ず
、
昨
年
末
よ
り
本

格
化
し
た
第
８
波
に
よ
り
感
染
者
数

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
換
気

や
マ
ス
ク
着
用
な
ど
場
面
に
応
じ
た

感
染
防
止
対
策
の
徹
底
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
み
、
重
症
化
率
も
低
下
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
行
動
制
限
が
緩
和
さ

れ
、
伝
統
的
な
行
事
等
も
徐
々
に
再

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
県
老
連

事
業
は
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
ほ
ぼ
全
て
の
事
業
を
計
画
ど
お
り

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
り
わ

け
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
「
す
こ
や
か

ラ
イ
フ
三
重
の
つ
ど
い
」
で
は
４
０
０

名
に
近
い
参
加
者
の
も
と
式
典
、
芸

能
大
会
と
も
に
盛
会
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
一
連
の
諸
行
事
を
通

し
て
、
顔
を
合
わ
せ
心
を
通
じ
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
老
連
創
立
��
周
年
を
記

念
し
て
、全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、

��
月
８
日
東
京
両
国
国
技
館
に
て

天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
、

盛
大
に
厳
粛
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
重
県
老
連
か
ら
も
被
表
彰
者
を
含

め
て
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

�2
月
2�
日
に
は
郡
市
老
連
会
長
会

議
・
理
事
会
を
開
催
し
、
令
和
�
年

度
の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
議
論
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
役
員

の
高
齢
化
に
と
も
な
う
活
動
の
停
滞

等
、
地
域
が
抱
え
る
難
し
い
問
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

令
和
�
年
度
の
事
業
計
画
・
重
点

目
標
と
展
開
に
つ
い
て
は
、

①
健
康
活
動
の
推
進

②
生
き
が
い
活
動
の
充
実

③
支
え
合
い
活
動
の
展
開

④
地
域
貢
献
活
動
の
推
進

⑤
仲
間
づ
く
り
の
推
進

で
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、

人
口
減
少
、
超
高
齢
化
、
多
様
化
の

社
会
の
中
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
の

「
通
い
場
」「
活
動
の
場
」
を
確
保
し
、

フ
レ
イ
ル
予
防
、
社
会
的
孤
立
の
防

止
な
ど
に
対
し
て
、
時
代
に
即
応
し

た
柔
軟
な
思
考
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

ウ
サ
ギ
年
で
あ
る
本
年
が
県
内
各

地
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
祈
念
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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標
記
の
研
修
会
を
令
和
４
年
７
月

22
日
（
金
）
午
後
一
時
半
か
ら
、
三

重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
３
年
ぶ
り

に
県
内
市
町
老
連
か
ら
会
員
が
参
加

す
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
情
勢

に
よ
り
、
時
間
短
縮
、
人
数
制
限
を

設
け
て
の
開
催
で
あ
り
、
参
加
者
は

約
１
２
０
名
と
な
り
ま
し
た
。

〇
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
研
修
会

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
他
の
会
員
や

地
域
高
齢
者
へ
の
高
齢
者
相
互
支
援

活
動
な
ど
、
日
頃
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

コロナ禍におけるフレイル予防講演会

の
事
例
発
表
を
通
し
て
、
意
見
交
換

を
行
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
活
性

化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

次
の
２
つ
の
老
連
か
ら

◇
い
な
べ
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
い
な
べ
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

組
織
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

◇
紀
宝
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら
生
ま
れ

た
絆
��
年
の
歩
み
」
の
テ
ー
マ
で

組
織
体
制
の
改
革
、
地
域
高
齢
者
中

心
の
防
災
対
策
な

ど
に
つ
い
て
の
事

例
発
表
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

〇
新
地
域
支
援
事
業
研
修
会

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
も
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
高
齢
者
が
外
出
す
る
機
会

や
仲
間
と
交
流
す
る
機
会
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
な
か
で
、
高
齢
者
の

フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
健
康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
ま
し
た
。

三
重
県
立
看
護
大
学
六
角
僚
子
教

授
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
フ
レ
イ
ル
予
防
」
の

テ
ー
マ
で
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

「
運
動
、
栄
養
、
社
会
参
加
」
の
重

要
性
、
自
分
自
身
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
地
域
の
人
と
つ
な
が
る
・
つ
な

げ
る
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

会長あいさつ

事例発表

高
齢
者
相
互
支
援
活
動
研
修
会

新
地
域
支
援
事
業
研
修
会

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

三 重 老 連 令和５年２月28日
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��
月
７
日
、
三
重
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
創
立
��
周
年
を
記
念
し
て
、
服
部

浩
副
知
事
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、
３
年

ぶ
り
に
三
重
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
開
催
時
間
、
参
加
人
数
を

縮
小
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
県

内
各
地
か
ら
約
４
０
０
名
の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た

永
年
に
わ
た
っ
て
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

に
貢
献
さ
れ
た
個
人
��
名
と
��
団
体
に

対
し
、
県
老
連
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
一
団
体
に
全
老
連
活
動

賞
の
表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
彰
者
を
代
表
し
て
紀
北
町
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
田
島
啓
伍
様
か
ら

謝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
受
彰
者
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

受
彰
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

創
立
60
周
年
記
念

す
こ
や
か
ラ
イ
フ
三
重
の
つ
ど
い「
三
重
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」

老連名 氏名
桑 名 市 平野　義人
桑 名 市 森宮　　護
菰 野 町 稲垣　保憲
川 越 町 石川　　猛
鈴 鹿 市 神田　富生
亀 山 市 岩田　　治
津 　 市 岩崎　良子
津 　 市 佐藤　吉男
松 阪 市 馬場　忠治
明 和 町 菊矢　照子
伊 勢 市 中村　秋次
鳥 羽 市 河井　正明
南伊勢町 宇田幸一郎
紀 北 町 田島　啓伍

計 14 名

老連名 名　　　称

桑 名 市
大成地区老人クラブ

「大寿会」

菰 野 町 千草朝明会

鈴 鹿 市 サン・和みの会

亀 山 市 あたご寿の会

松 阪 市 敬明会

明 和 町 山大淀老人クラブ

伊 勢 市 馬瀬・瀬友会

鳥 羽 市 小浜町老人クラブ

南伊勢町 慥柄浦老人クラブ

紀 北 町 喜楽会

計 10 団体

受彰者代表謝辞 表彰 会長あいさつ

˗三重ݝ老ਓΫϥϒ連߹ձձ௕දজ໊฽

˗શࠃ老ਓΫϥϒ連߹ձදজ໊฽

˕老ਓΫϥϒޭ࿑ऀ

ಈ৆׆˕

˕༏ྑ老ਓΫϥϒ
老ਓΫϥϒ׆ಈͱͦͷ
·Ε͞ݙߩʹӡӦۀࣄ
ͨ͠ɻ

「活動賞」は、それぞれの活動分野に焦点をあて、他の参考と
なる活動を先進的に実施しているクラブ・老連に対して、全老
連から贈呈されました。

ձһͷڭཆɺ݈߁ͷ૿ਐʹ౒Ίɺ
஍ҬࣾձͱͷަྲྀΛ͍ߦɺ஍Ҭ
෱دʹࢱ༩͢Δ౳Ϋϥϒͷ׆ಈ
͕ಛʹ༏लͱೝΊΒΕ·ͨ͠ɻ

老 連 名 名　　　称 所　在　地

東 員 町
東員町シニア

　クラブ連合会
 員弁郡東員町 健康づくり活動

計 1 団体

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

三 重 老 連令和５年２月28日



ʢ�ʣ

老
人
ク
ラ
ブ
等
の
次
代
を
担
う
若

手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
、
そ
の
学
習
内

容
の
地
域
活
動
へ
の
還
元
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
開
催
市
町
を
変
え
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
「
い
せ
ト
ピ
ア
」
を
会
場
と
し
、

７
月
５
日
開
校
式
か
ら
��
月
2�
日
卒

業
式
ま
で
の
間
に
、８
日
間
��
講
座
を
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
人
数
の
削
減
、
社
会
的
距
離

の
確
保
等
の
対
策
を
講
じ
な
が
ら
開

校
し
ま
し
た
。

28
名
の
参
加
が
あ
り
、
皆
勤
賞
は

2�
名
で
、
全
員
に
修
了
証
（
４
分
の
３

以
上
出
席
）
が
校
長
（
会
長
）
よ
り

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
感
想
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
ど
の
講
座
も
皆
さ
ん
、
熱
心
に
聞
き
、
う

な
ず
き
、
一
生
懸
命
で
し
た
。

〇
楽
し
く
有
意
義
な
８
日
間
で
し
た
。
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
同
じ
班
の

方
と
の
交
流
は
楽
し
い
だ
け
で
な
く
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
今
後

の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
活
か
し
た
い
。

〇
こ
れ
ま
で
は
従
来
か
ら
の
事
を
や
っ
て
い

た
が
、
今
後
の
取
り
組
み
方
の
道
順
が

見
え
た
気
持
ち
に
な
っ
た
。

〇
勉
強
と
い
わ
れ
る
と
不
安
で
し
た
が
、
講

義
を
受
け
て
み
る
と
わ
か
り
や
す
く
、		

苦
に
な
ら
な
か
っ
た
。
楽
し
い
思
い
出
と

な
り
、
ま
た
。
受
け
て
み
た
い
。

〇
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
減
る
中
、
こ
の
よ
う

な
機
会
に
出
会
え
て
あ
り
が
た
い
。

班別演習 リーダーとしての

心得とノウハウ

シニアエイジの運動による

健康づくり

高齢社会における生涯学習 と

地域活動の意義と課題

令和 ４ 年度 「シニアカレッジみえ」 （伊勢） カリキュラム

第１日 ７月　５日（火）講義
本格的な高齢社会の現状と
今後の展開

講義 認知症について

第２日 ７月２８日（木）講義 高齢者のための薬の知識 講義 地域包括ケアと老人クラブ活動

第３日 ８月１９日（金）講義 元気を保つ食 ・ 老いを早める食 講義・実技 シニアエイジの運動による健康づくり・介護予防

第４日 ９月 ６日（火）　講義 災害に備える 演習 避難所運営ゲーム （HUG）

第５日 ９月２１日（水）フィールドワーク
（現地研修）

講義 「小さな町の牧童たち 『共に働き共に生きる』」 と牧場見学
（奈良市植村牧場）

第６日 １０月１９日（水）講義・演習リーダーとしての心得と ノウハウ

第７日 １１月 ２日（水）講義 特殊詐欺の現状と対策 講義・演習 広報の意義と効果的なチラシの作り方

第８日 １１月２５日（金）講義 高齢社会における生涯学習 と地域活動の意義と課題

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
み
え
（
伊
勢
）

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

三 重 老 連 令和５年２月28日
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わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

令和４年度 県老連実施会議等概要 （４月から１２月）　　　
月 日 事業名 内容 （おもな議事等）

5

9 地域会議 （北地域） 各地区の郡市老連会長および女性代表が参加、 令和４年度会議 ・ 行
事等の実施予定の説明、 コロナ禍における老人クラブ活動等について
情報交換 ・ 意見交換

10 地域会議 （中地域）

12 地域会議 （南地域）

20 第１回正・副会長会議 ・理事会及び評議員会の提出議案

25 第１回女性委員会

・ ブロック代表委員の補欠選任
・ 令和４年度事業活動取り組みテーマ
・ 令和４年度各種事業への協力
・ 令和４年度女性委員会 「交流会」 の開催方法等

27 第１回理事会
・ 令和３年度事業実施報告 ・ 財務諸表 （決算）
・ 新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた対応策
・ 令和４年度主要事業の開催要綱等

6

14 定時評議員会
・ 令和３年度事業実施報告 ・ 財務諸表 （決算）
・ 理事の補欠選任
・ 評議員の補欠選任

21
新任郡市老連会長・事務担当
者会議

・ 三重県老人クラブ連合会の概要
・ 令和４年度三重県老連組織･役員体制
・ 令和４年度実施予定事業及び各種助成
・ 新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた対応策
・ 老人クラブ保険の制度概要

23 臨時 正副会長会議
新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた対応策 （確認）
・ 全老連 「会長表彰」 「活動賞」 推薦候補者の決定
・ 県老連 「会長表彰」 被表彰者の選考

9

12
第２回女性委員会 ・ 交流会 ・
人権問題研修会

〇女性委員会
・ 令和４年度事業活動の取り組み状況 （情報交換）
・ 令和４年度 「文化作品展」 等の受付協力
○交流会
・ 「女性委員会」 の活動について （意見交換）

〇人権問題研修会
・ 演 題　 「高齢者の人権」
・ 講 師　　NPO 法人 市民社会研究所 代表理事
　　　　　　 四日市大学 総合政策学部
　　　 　　　特任教授　松井 真理子　氏

16 臨時 正副会長会議
すこやかライフ三重のつどい （老人クラブ大会 ・ 芸能大会） の進行要領
・ 令和４年度下半期の事業計画等
・ 令和４年度旅行事業計画の見直し等

12
13 正 ・ 副会長会議

令和５年度事業計画及び各種助成 （案）
令和５年度県老連主催年間旅行事業計画 （案）

20
郡市老連 会長会議 ・ 第２回 
理事会

令和５年度事業計画及び各種助成 （案）
令和５年度県老連主催年間旅行事業計画 （案）

三 重 老 連令和５年２月28日



6

令
和
４
年
��
月
�
日

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

中
ホ
ー
ル

す
こ
や
か
ラ
イ
フ
三
重
の
つ
ど
い
第
２
部
と

し
て
「
芸
能
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
も
あ
り
、
時
間
短
縮
の
開
催
と
な
っ
た
た

め
、
９
市
町
老
連
か
ら
の
団
体
の
出
演
と
な
り

ま
し
た
が
、
ど
の
団
体
も
練
習
を
重
ね
た
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

第２部　第 59 回芸能大会 出演団体

出演順 種　目 題　目 老 連 名 出演
人数

1 器楽合奏 川の流れの
ように 

名張市老人クラブ連合会
大正琴　白百合会 7

2 輪　踊 東京音頭 東員町シニアクラブ連合会
長深シニアクラブ長和会 11

3 舞　踊 恋紅葉 亀山市老人クラブ連合会
しょうぶの会 6

4 ダンス 愛のひだまり 朝日町老人クラブ連合会 11

5 民　踊 正調伊勢音頭 伊勢市老人クラブ連合会
芸寿会　民踊部 15

6 踊　り まめた音頭 桑名市老人クラブ連合会
長島分会　女性部 15

7

レ ク リ
エ ー シ
ョン
ダンス

鳥よ
津市老人クラブ連合会
津市久居老人クラブ

幸旅福寿クラブ  ゙B.P.S 会
13

8 民舞踊 舞春秋 鈴鹿市老人クラブ連合会
民舞踊部 9

9 筝曲 日本のわらべ唄 大台町高齢者クラブ
ゆきの会 5

桑名市　まめた音頭 東員町　東京音頭

大台町　筝曲

す
こ
や
か
ラ
イ
フ
三
重
の
つ
ど
い

第
２
部
第
59
回
芸
能
大
会

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

ʢ�ʣ三 重 老 連 令和５年２月28日



令和４年 10 月５日〜９日
県内 15 市町老連から約２００点の作
品の出品があり、三重県総合文化セン
ターギャラリーにて開催されました。
左の１２点が最優秀賞に選ばれ、来年
度、愛媛県松山市で開催される「ねん
りんピック愛

え が お

顔のえひめ 2023」美術
展に出品する予定です。

（令和５年 10 月 28 日〜 31 日）

柳川きぬよ
「桃」 「森林セラピー」 中村　公生　「年 月」 「帰 省」

「平和を祈る」

「タペストリー」

「千字文（全文）」 「古今和歌集 高野切」 「昇 月」

村田　　元
「潮振りさん」

「蟇（かえる）」

令和４年度　すこやかライフ三重（三重県老人クラブ連合会）
「文化作品展」　最優秀賞

部　門 市町老連名 作　品　名 出 品 者 備　考

日本画
桑名市 桃 柳川 きぬよ
津　市 森林セラピー 海住　克己

洋　画
明和町 年 月 中村　公生
名張市 帰 省 古川　武志

彫　刻
多気町 蟇（かえる） 奥田　眞一
川越町 イス 伊藤　貞義

工　芸
工芸 松阪市 平和を祈る 本川　　薫（伊勢型紙）
手芸 いなべ市 タペストリー 渡部　　操

書
桑名市 千字文（全文） 山田　三好
津　市 古今和歌集 高野切 澤　　孝予

写　真
川越町 昇 月 伊藤 喜久雄
津　市 潮振りさん 村田　　元

三重県老連文化作品展

柳川きぬよ柳川きぬよ
中村　公生　「年 月」中村　公生　「年 月」

「蟇（かえる）」「蟇（かえる）」

中村　公生　「年 月」中村　公生　「年 月」

村田　　元村田　　元

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

ʢ�ʣ 三 重 老 連令和５年２月28日



��
月
8
日
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下

の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
創
立
��
周
年
を
記
念
す
る

大
会
が
、
東
京
都
墨
田
区
の
両
国
国

技
館
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約

８
５
０
名
の
会
員
が
、
三
重
県
か
ら

は
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
は
大
会
の
お
言
葉
で

「
高
齢
者
の
方
々
は
、
近
年
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
大
変
に
ご
苦
労
が
多
か

っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
に
あ
っ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
が
創
意
や
工
夫
を
こ
ら
し
、
子

ど
も
た
ち
や
若
い
世
代
と
も
交
流
し

な
が
ら
、
積
極
的
に
社
会
参
加
を
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
頼
も
し
く

思
い
ま
す
。

ࣸਅఏڙɿશࠃ࿝ਓΫϥϒ࿈߹ձ

ग़੮ऀͷΈͳ͞Μ

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま

で
の
経
験
と
知
恵
を
若
い
世
代
に
伝

え
つ
つ
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
、
我
が
国

に
お
け
る
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
明

る
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

第
一
部
式
典
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
の

発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
者
や
、
優
れ

た
活
動
を
行
っ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ

に
厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び
全
老
連
会

長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

全
日
本
相
撲
甚
句
協
会
に
よ
る

「
相
撲
甚
句
」
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
後
、
第
二
部
で
は
「
老
い
て
こ
そ

ユ
ー
モ
ア
」
と
題
し
て
、
作
家
の
阿

刀
田
高
氏
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

三
重
県
の
受
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
受
彰
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

来
年
度
は
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

໊ுൃྫࣄࢢද

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

８
月
４
日
、
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
石
川

県
を
メ
イ
ン
会
場
に
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
６
県
１
指
定
都
市
の
７
つ
の
会
場
を

つ
な
い
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

三
重
県
か
ら
は
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
視
聴
覚

室
」
を
会
場
と
し
て
��
名
が
参
加
し
ま

全
老
連
創
立
60
周
年
記
念

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

〇厚生労働大臣表彰
老人クラブ育成功労者　　 小林 千代太郎　 鳥 羽 市
優良老人クラブ　　　　 伊勢地老人クラブ　 南伊勢町
優良市区町村老人クラブ連合会　　いなべ市老人クラブ連合会 いなべ市

〇全国老人クラブ連合会会長表彰

老人クラブ育成功労表彰　
柳生　洋子　 志 摩 市
小堀　峯男　 松 阪 市

優良老人クラブ表彰
鵜方老友会　 志 摩 市
成川高砂会 紀 宝 町

し
た
。

全
老
連
正
立
事
務
局
長
か

ら
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状

と
課
題
」
に
つ
い
て
の
基

調
報
告
の
後
、
三
重
県
、

岐
阜
県
、
富
山
県
か
ら
事

例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
新
し
い
生

き
方
を
求
め
て
～
鈴
木
大

拙
に
学
ぶ
～
」
を
演
題
に

鈴
木
大
拙
館
館
長
の
木
村

宣
彰
氏
の
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

三
重
県
の
事
例
発
表
は

名
張
市
桔
梗
が
丘
南
さ
わ

や
か
ク
ラ
ブ
の
池
田
会
長

が
「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
ま

り
ご
と
」
を
解
決
す
る
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
事

例
を
発
表
し
ま
し
た
。

特
徴
は
、
支
援
者
と
支

援
を
受
け
る
会
員
が
原
則

と
し
て
一
緒
に
作
業
に
参

加
し
、
料
金
は
無
料
と
い

う
こ
と
で
す
。

事
例
発
表

【
地
域
支
え
合
い
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
例
】

三
重
県
名
張
市
桔
梗
が
丘

南
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

「
依
頼
者
と
共
に
取
り
組

む
『
助
け
合
い
隊
』」

【
新
た
な
取
り
組
み
で
ク

ラ
ブ
が
活
性
化
し
て
い
る

事
例
】

岐
阜
県
郡
上
市
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会

「
ニ
コ
ニ
コ
て
く
て
く
カ

ミ
カ
ミ
運
動
」

【
新
た
な
取
り
組
み
で
ク

ラ
ブ
が
活
性
化
し
て
い
る

事
例
】

富
山
県
高
岡
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会

「
F
ス
ポ
ー
ツ
の
導
入
・

展
開
に
つ
い
て
」

来
年
度
は
名
古
屋
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

ʢ8ʣ三 重 老 連 令和５年２月28日



ொ老連ɾΫϥϒ਺ɾձһ਺ɹɹɹɹࢢ
令和4.4.1 現在

市町老連名 クラブ数
会員数 会員数内訳

今年度 前年度からの
増減数 男性 女性

桑名市老人クラブ連合会 140 7,457 -478 3,306 4,151

いなべ市老人クラブ連合会 68 9,837 -130 4,409 5,428

鈴鹿市老人クラブ連合会 74 5,001 -1,073 2,184 2,817

亀山市老人クラブ連合会 27 1,468 -118 595 873

津市老人クラブ連合会 105 7,998 -1,526 3,416 4,582

松阪市老人クラブ連合会 38 3,607 -687 1,627 1,980

伊賀市老人クラブ連合会 99 7,334 -925 3,171 4,163

名張市老人クラブ連合会 32 2,689 -379 1,215 1,474

伊勢市老人クラブ連合会 67 5,160 -864 2,201 2,959

鳥羽市老人クラブ連合会 22 1,982 -251 815 1,167

志摩市老人クラブ連合会 32 3,039 -186 1,050 1,989

尾鷲市老人クラブ連合会 18 778 -87 180 598

熊野市老人クラブ連合会 20 868 -286 191 677

木曽岬町老人クラブ連合会 6 111 -23 54 57

東員町シニアクラブ連合会 16 1,857 -87 865 992

菰野町老人クラブ連合会 33 3,797 -207 1,721 2,076

朝日町老人クラブ連合会 6 321 -56 134 187

川越町老人クラブ連合会 10 1,276 -157 538 738

多気町老人クラブ連合会 33 1,198 -68 486 712

明和町老人クラブ連合会 28 2,033 -162 915 1,118

大台町高齢者クラブ 20 695 -48 291 404

玉城町老人クラブ連合会 23 1,502 -50 671 831

度会町老人クラブ連合会 26 1,347 -67 642 705

大紀町老人クラブ連合会 18 1,535 -30 625 910

南伊勢町老人クラブ連合会 19 3,085 -1,386 1,259 1,826

紀北町いきいきクラブ連合会 29 1,344 -216 379 965

御浜町老人クラブ連合会 9 307 -12 83 224

紀宝町老人クラブ連合会 12 1,191 -99 401 790

三重県合計 1,030 78,817 -9,658 33,424 45,393

前年度との比較 -100 -9,658 - -3,987 -5,671

前 年度より 100 クラブ、 9,658 人 （男性 3,987 人、 女性 5,671 人） 減少しました。

会員の男女の構成は男性 42.4％、 女性 57.6％となっています。

前年度より会員が増加したクラブは 178 （17.3％）、 同数 153 （14.9％）、 減少 699 （67.9％） となっています。

三重県の単位老人クラブ （1,030 クラブ） のうち、 女性会長は 100 人、 9.7％となっています。

ʢ�ʣ 三 重 老 連令和５年２月28日
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【三重交通】貸切バスにおける新型コロナウイルス感染予防

１．抗菌・抗ウイルス加工の施工済み 
　お客様により安心して快適にバスをご利用いただくため、バス車内の抗菌・抗ウイル
ス加工を施工済みです。ＳＩＡＡ（抗菌製品技術協議会）の安全性基準に適合した安心
の日本製薬剤を使用し、車内でお客様が手を触れられる箇所（手摺、肘置き、シートベ
ルト等）を除菌した上で抗菌・抗ウイルス成分を付与したガラスコーティングを行います。

２．バス車内 
①定期的に車内の消毒を実施しています。
②乗降口にお客様用のアルコール消毒液を設置しています。
③窓を開けての換気のほか、外気導入システムにより、概ね５分で車内の空気を入れ替
えることができます

３．運転士・バスガイド 
①運行管理者による体調確認と検温を実施しています。
②マスクを着用して乗務しています。
③手洗い、うがい、アルコール消毒液による手指の消毒をこまめに行っております。

˓৐߱ޱ΁ΞϧίʔϧফಟӷΛઃஔ

Πϝʔδؾ׵ಋೖγεςϜʹΑΔं಺ؾ֎˓

皆様に安心してバス旅行をお楽しみいただけるよう
感染予防対策に努めてまいります！

観光庁長官登録旅行業第1934号
日本旅行業協会（ＪＡＴＡ）会員

エアコン
（外気導入）

エアコンフィルター付き

エアコンフィルター付き

エアコン
（外気導入）

デフロスター
（外気導入）

車外へ排出 冷風

温風

⬇

⬇

ʢ��ʣ

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

三 重 老 連 令和５年２月28日



編
集
後
記

三
重
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
広
報
紙
「
す
こ

や
か
ラ
イ
フ
三
重
」
第

４
号
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。

今
号
は
全
老
連
の
記

念
大
会
の
よ
う
す
や
県

老
連
の
活
動
を
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
、
す
こ

や
か
ラ
イ
フ
三
重
の
つ

ど
い
も
３
年
振
り
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
会
員
の
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。２

０
２
３
年
、
令
和

５
年
は
「
卯
年
」
で
す
。

市
老
連
や
会
員
み
な
さ

ま
の
「
飛
躍
」「
向
上
」

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
広
報
紙

が
、
会
員
間
の
情
報
交

流
の
場
と
な
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

こ
の
会
報
、「
す
こ

や
か
ラ
イ
フ
三
重
」
は
、

ス
ポ
ン
サ
ー
の
ご
協

力
に
よ
り
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
活
動
に

温
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
深
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。
ど
う
か
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
重
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ʢ��ʣ

特殊詐欺にご用心

三　重　県　警　察

　令和４年中の特殊詐欺被害は前年と比べ、認知件数・被害額ともに増加と
なっています。
・被害者の約８割が 65 歳以上の高齢者です。

・被害の半数以上が自宅の固定電話にかかっています。
被害に遭わないためには・・・

犯人からの電話に出ない対策が重要です。

　　 対策１　留守番電話の設定
　　　　・自宅の固定電話を、家にいるときも留守番電話に設定しましょう。
             　　メッセージを残したくない犯人は電話を切っていきます。

　　 対策２　自動通話録音警告機の設置
　　　　 ・自宅の固定電話に接続することで、

　　　　    相手に警告メッセージを流し、通話を録音します。

　　　　・三重県警察では、自動通話録音警告機の無料貸出実施中。
　　　　　　 最寄りの警察署にお問合せください。

　　 対策１　留守番電話の設定

　　 対策２　自動通話録音警告機の設置

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

三 重 老 連令和５年２月28日
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■「すこやかライフ三重」この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております

ねんりんピックかながわ2022美術展　入賞！

令和元年度　すこやかライフ三重（三重県老人クラブ連合会）
文化作品展「最優秀賞」の下記１２点を出品しました。

部　門 出 品 者 作　品　名 市町老連名

日本画
前田　　勝彦 　鶏雌雄呼応之図 四日市市
豊田　　稔子 　初 夏 鈴 鹿 市

洋　画
樋口　　芳子 　冬のｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ 菰 野 町
岡井　　雅子 　麦 秋 多 気 町

彫　刻
濱口　　弘之 　待て （犬） 松 阪 市
岩田　　桂子 　洋蘭 名 張 市

工　芸
山内　　幸治 　伐折羅像 東 員 町
水谷 みち子 　パッチワーク　そよかぜの丘 いなべ市

書
伊藤 壽萬子 　千字文 （褚遂良） 四日市市
澤　 　  孝予 　関戸本古今集 津 　 市

写　真
中谷　　四郎 　視 線 津 　 市
大峪 やす子 　ブータン国花 紀 宝 町

写真　銀賞　大峪 やす子　「ブータン国花」

工
芸

最
高
齢
者
賞

山
内
幸
治
（
97
）「
伐
折
羅
像
」

工
芸

最
高
齢
者
賞

水
谷
み
ち
子
（
97
）

　
　
　
　
　
　「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
そ
よ
か
ぜ
の
丘
」

　令和４年 11 月 12 日（土）から 11 月 15 日（火）に開催された「第 34 回全国健康福祉祭神奈川・横浜・
川崎・相模原大会（愛称：ねんりんピックかながわ 2022）」の美術展に三重県老連から下記の 12 点を出品し、
３名の方が入賞されました。おめでとうございます。

【審査員評】荒れ果てた山の谷間にひっそりと咲く花
が愛らしい。私も行ってみたい山深いブータンヘ。

【
審
査
員
評
】
伊
勢
の
型
紙
制
作
か
ら
の
発
想
で
あ
ろ
う

か
、
画
面
の
構
成
も
明
解
で
像
と
炎
で
大
胆
に
分
割
し

て
細
か
い
点
描
で
表
現
し
て
い
る
。

【審査員評】97 歳という重ねて
きた人生の全てが、 優しくそよか
ぜとなって丘を吹き抜ける。見
る人を誘い込む力作である。

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

ʢ�2ʣ三 重 老 連 令和５年２月28日




